
平成２７年２月２６日（木） 第１２４０号 

山田町立豊間根中学校２年生３５名が 
山田宮古道路を見学しました 

 三陸沿岸道路「山田宮古道路」は、震災復興のリーディングプロジェクトとして、平成
２９年度の開通を目指し、従来にないスピードで工事を進めています。 
 このたび、地元の山田町立豊間根中学校からのご要望を受け、２年生３５名及び教職員
３名の皆さんのご参加を得て、平成２７年２月２５日（水）に山田宮古道路の工事現場見
学会を開催しました。 
  
  

位置図 

 ・津波浸水区間を回避し、大規模災害でも寸断されない強靱な道路ネットワークで 
  緊急輸送道路の信頼性を確保します 
 ・山田町から県立宮古病院への搬送時間が約２０分短縮し、迅速かつ安全な救急搬送  
  で、安全・安心な住民生活に寄与します 
 ・三陸沿岸道路の整備で、高規格道路による広域周遊ルートが形成され、観光振興が 
  期待されます 
 

 ひとくちメモ・・・山田宮古道路の主な整備効果 

N 

【見学場所】 
豊間根トンネル 
及び豊間根地区 

豊間根中学校 

（仮称）山田第１トンネル ９７７ｍ 
工事中（Ｈ２６．７．３１着工） 
 

（仮称）山田第２トンネル １９８５ｍ 
工事中（Ｈ２６．７．１４着工） 
 

（仮称）豊間根トンネル ７０９ｍ 
工事中（Ｈ２６．８．６着工） 
 

（仮称）津軽石トンネル  
４８４ｍ 着工前 



▲三陸国道事務所 佐々木建設監督官が 
山田宮古道路の概要や整備効果を説明 

現場見学会の様子 

▲トンネル最深部（３３７ｍ地点）で 
トンネル工事について説明 

▲豊間根トンネル南側坑口で記念撮影 
ありがとう！また来てね！ 

▲トンネル掘削機械が実際に動く様子を 
間近に見て興奮していました！ 

参加した生徒の皆さんからは、 
Ｑ：トンネルの大きさはどれくらいですか？
Ａ：幅１５ｍ、高さ８．５ｍです。 
など積極的に質問があり、トンネル工事に 
関心を深めた様子で、大変有意義な見学会と
なりました。 
 
 三陸国道事務所では、地域の小中学校が 
行う「総合的な学習の時間」の授業に対し、
より実践的な学習ができるよう、現場見学 
や各種施設の見学会、出張出前講座などを 
通じた協力を行っています。 くわしくは、 
三陸国道事務所 地域づくり相談室 
０１９３－７１－１７１１ までお気軽に。 
 
 

▲跨線橋の橋台（高さ１５ｍ）に登って 
工事が着実に進んでいる様子を一望 
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